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国際機関で働こう！



国際都市ジュネーブ

出典：ジュネーブ州国際都市ジュネーブ事務局





将来の選択肢の一つとして

「国際機関職員」

を視野に入れてみませんか？

UN Photo/Manuel Elias



JPO = Junior Professional Officer
YPP = Young Professional Programme

国際機関職員

になるには？

①空席公募 随時

②外務省実施

JPO派遣制度

応募時期

２月

③国連実施YPP
応募時期

例年６～８月

国際機関に就職する方法



②JPO派遣制度

【ポイント】

１．各国際機関の職員として勤務する。（×研修生ではない。）

２．ポストはエントリーレベル（修士号、職歴２年以上）。

３．対象は日本が派遣取決めを交わしている４０以上の国際機関。

４．正規の（政府のスポンサーではない）職員となるには空席公募
により採用される必要がある。

JPO（ジュニア・プロフェッショナル・オフィサー）派遣制度とは、

各国政府が費用を負担し、国際機関が若手職員を受け入れる制度。

原則２年間、国際機関で勤務経験を積む機会を提供している。



正規職員への一過程
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【ポイント】

・ 空席公募においては国連関係の組織で何らかの経験がある人が有利

→ＪＰＯ等で経験を積んでから応募するのが近道

・ 空席公募は１つの席を世界中の人材と競争（⇔ＪＰＯは50名～60名の枠を国内で競争）
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JPO経験者数

468名/961名 ※2022年末

（JPO出身者/ 国連機関邦人職員）

→5割近くがJPO出身
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340331352325327348363394330301289279応募者数

556459545255595465444030派遣者数

国連関係機関の日本人職員数に占めるJPO経験者

（各年のデータは前年12月31日現在（2013年以前は同年の１月現在）の数値（外務省調べ））

＜JPO派遣実績＞

JPO出身の日本人職員



日本におけるJPO受験資格

1.年齢

35歳以下

２.経歴

大学院修士号+
２年 以上の職歴

３.英語

職務が遂行可能

４．

日本国籍

5.

将来にわたり
国際機関で
勤務する意思
を有する



●２０２５年度ＪＰＯ派遣候補者選考

✔ 2月3日（月）～３月４日（火）18:00（日本時間）

応募期間

✔「外務省国際機関人事センターJPO選考HP」参照

募集要項

✔ １月２４日（金）１９時～２０時３０分（日本時間）

説明会

※最新情報は上記HPをご確認ください。

（オンライン開催・要事前登録）



■「外務省国際機関人事センター」HP＞日本人職員インタビュー

■ジュネーブ代表部HP

■ 「国連フォーラム」HP ■各機関HP

＞国連職員NOW！

具体的な仕事・キャリアをイメージする



○ 国際機関人事センターの空席情報（TORを確認！）

○ 国連の人事情報サイト
「UN Careers 」

○ 各機関のウェブサイト
「Job」「Employment」
「Vacancies」

【職務記述書（TOR)の確認】
具体的にはどういう職務が求められているのか。
どういう学歴、職歴、スキルが求められているのか。
自分には何が出来るのか。何が足りないのか。

UN Careers

■ 空席を探す方法

何が求められるのかを知る



国際機関人事センター ＨＰ
https://www.mofa-irc.go.jp

国際機関人事センター Facebook
https://www.facebook.com/MOFA.jinji.center

国際機関人事センター Ｘ（旧ツイッター）
https://x.com/MOFAjinjicenter

カバーレターの書き方
や面接のコツなど

様々な情報も！

国際機関への就職の仕方や、応募書類の作り方について
https://www.mofa-irc.go.jp/work/index.html

国際機関人事センター LinkedIn
https://www.linkedin.com/company/外務省
国際機関人事センター



平和構築・開発におけるグローバル人材育成事業

平和構築・開発分野で今後キャリアを形成していく人材育成コース

①プライマリーコース（2024年度）

外務省が、平和構築・開発分野で活躍できる人材の育成を目的として実施。
国際機関等への就職やキャリアアップを目指す方を対象に、キャリア構築支援。

【国内研修】
○参加費：約30万円
・含まれるもの：研修費、研修中の宿泊費、研修に必要な国内移動費
・含まれないもの(別途自己負担): 研修開始地（東京）までの交通費、食費等

【海外派遣中】(日本人参加者のみ）
○国連ボランティア計画（UNV）から現地での生活費を支給
○その他の支給（渡航費、渡航準備金、着任手当等）

日本人１３名程度（外国人も１０名程度参加）
【応募資格】（2024年度）

○３年以上の実務経験（インターンやボランティア等も考慮）
○学部卒相当以上
○1985年４月1日～1998年４月１日までに生まれた方（26～39歳）
○TOEFL iBT90点、TOEIC900点、IELTS6.5点以上等
○原則として、国内研修・海外派遣にすべて参加できる方
【応募締切】2024年9月19日（木）（※例年は春～夏めど）

○国内研修
講義及びグループワーク等で実践的な知識・技能を
習得。講師や研修員同士でのネットワーキング促進。

○海外派遣
１年間の国連ボランティアとしての海外派遣。

○キャリア構築支援
応募書類作成、面接指導、キャリア構築の助言等。

国内研修（４週間：2025年1月26日-2月22日）＋

海外派遣（１年間：2025年３月以降）

【これまでの実績】
○修了生の半数以上が国際機関に勤務（国連ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、JPO～P5）
○所属先例：UNDP、UNICEF、UNHCR、WHO、国連事務局、

国連PKOミッション、国連特別政治ミッション等

（参考）



②ミッドキャリアコース（2024年度）

国内研修（１週間：2025年１月６日～12日）

平和構築・開発分野で更なる活躍を目指す実務家向けコース

２０名程度（外国人も含む）

【応募資格】（2024年度）
○平和構築・開発に関する分野で７年以上の実務経験
○受講料：無料
○自己負担：宿泊費、食費、国内移動費

【応募締切】2024年10月25日（金） （※例年は春～夏めど）

○研修内容 （※英語で実施）
・既に国連システムの中で働く方、国際機関の管理職レベルの

ポジションを志望する方を対象に、管理職を目指すにあたり
求められるスキルや心構えを身につけるための研修を実施。

・講義及びグループワーク等を実施（コミュニケーション、
ネゴシエーション、リーダーシップ、マネジメント等）。

【過去の参加者】
○勤務先：国際機関、政府機関、大学・シンクタンク等
○勤務先が国際機関の場合の属性：コンサルタント、P２～P5

【外務省 ウェブサイト】
○事業概要
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/peace_
b/j_ikusei_shokai.html

○プライマリーコース
https://www.mofa.go.jp/mofaj/fp/ipc/pagew
_000001_00855.html

○ミッドキャリアコース
https://www.mofa.go.jp/mofaj/fp/ipc/pagew
_000001_00942.html

【委託先（広島大学）ウェブサイト】
○プライマリーコース
https://www.hiroshima-
u.ac.jp/international/network/gpad

○ミッドキャリアコース
https://www.hiroshima-
u.ac.jp/international/network/gpad-
midcareer

平和構築・開発におけるグローバル人材育成事業（参考）


